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各  位 

会 社 名 東 北 電 力 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 社長執行役員 石山 一弘 

（コード番号 9506 東証プライム） 

問合せ先 経理部決算課長      皆川  法子 

（TEL．０２２－２２５－２１１１） 

電力先渡取引等の時価評価損（営業費用）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年３月期の連結決算において、電力先渡取引等の時価評価損（営業費用）を計上いたし

ました。本件は、金融商品取引法第 24 条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第 19 条

第２項第 19 号の規定に基づく臨時報告書提出要件に該当するため、併せてお知らせいたします。 

記 

１．電力先渡取引等の時価評価損（営業費用）計上について 

 当社は、2026 年度の電力販売に向け、燃料価格の変動リスクを低減し安定した利益を確

保するため、トレーディング子会社を活用した燃料および電力取引を実施しております。 

今般、2026 年３月期の連結決算において、電力先渡取引等の時価評価損 506 億円を営業費用に

計上いたしました。 

これは、一部の電力先渡取引等の当年度末時点の時価評価において、今般の中東情勢悪

化に伴う燃料価格・電力市場価格の急騰により、時価評価損になったものであります。 

２．電力先渡取引等の時価評価損（営業費用）の収支影響 

上記の電力先渡取引等の時価評価損（営業費用）につきましては、本日公表の「2026 年   

３月期 決算短信［日本基準］（連結）」に反映しております。 

なお、電力先渡取引等の時価評価損は、翌年度（2026 年度）に振戻し益として計上するため、   

２期通算において収支影響はありません。 

また、時価評価損益については、キャッシュ・フローを伴わないため、連結キャッシュ・  

フローに影響を与えるものではありません。 

以 上 


